
Cartagena

10° N

創設者からの手紙

人類への手紙
五分間、立ち止まってください

「試みることもなく、この世を去りたくはありません。」

Francisco Salvatierra Sánchez

慈善財団 Omnia Sub Sole 創設者

カルタヘナ・デ・インディアス · コロンビア
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人間であるあなたへ。あなたが誰であろうと、どこにいようと、わたしたち皆を等しく照らす

同じ太陽のもとにいる、あなたへ。

わたしたちはお金を求めません。何らかの思想を受け入れてほしいとも申しません。信仰も、

祖国も、文化も、世界を理解するあなたなりの流儀も、捨ててほしいとも申しません。わた

したちがあなたにお願いするのは、はるかに簡単で、そしておそらくは、はるかに難しいこと

です。

五分間、立ち止まってください。

喧噪のただなかでの五分間。ニュースもなく、画面もなく、旗もなく、言い争いもなく、利害

もなく、勝者も敗者もいない五分間。世界が「あなたはこうあるべきだ」と語りはじめる前

から、あなたがすでにそうであったもの、ただそれだけでいる五分間。

ひとりの人間として。

周りを見渡してください

わたしたちは天に届くほどの都市を築きました。大洋を渡り、幾世紀にもわたって克服できな

いと思われた病を打ち負かし、驚くべき機械を造り、大陸と大陸を一秒で結び、先人たちには

不可能と思われたであろう知を集めました。

それでもなお、今夜、ひとりの子どもが空腹のまま眠りにつきます。今夜、ひとりの母親が戦

争の轟音の下で子どもを抱きしめ、その耳を両手でふさぎ、「大丈夫よ」と言い聞かせます。

今夜、肌の色のために、生まれた場所のために、話す言葉のために、祈る神のために、ある

いはどの神にも祈らないために、蔑まれる人々がいます。そして今夜、幾つの人生を生きても

使いきれないほどのものを持つ男たちや女たちがいる一方で、ほんの数本先の通りに、あるい

は飛行機で数時間の距離に、水も、食べ物も、屋根も、薬も、たった一度の機会さえも持たな

い人々がいます。

そしてわたしたちは、あえて、居心地の悪い問いを口にしなければなりません。

どうして、ここまで来てしまったのでしょうか。

何かが、うまくいかなかった

わたしたちがこの言葉を書くのは、責めるべき誰かを探すためではありません。責めること

が何かを築くことは、めったにありません。わたしたちが探し求めるのは自覚です。それは別

のものです。責めは後ろを振り返り、自覚は正面を見据えます。
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なぜなら、何かがうまくいかなかったからです。先祖から受け継いだ制度の多くは、善意から

生まれたのかもしれません。大きな目的を果たしたものもあるでしょう。失敗したものもあ

るでしょう。そして、いくつかの仕組みは、本来の目的とは異なる利益に仕えるようになって

しまったのに、誰もそれを確かめようと立ち止まらなかったのかもしれません。物事は大き

ければ大きいほど、誰も目を向けなくなりやすいからです。わたしたちはそれを断言している

のではありません。問うているのです。

わたしたちはそれを研究しなければなりません。問わなければなりません。うまく働いてい

るものを認める勇気と、働いていないものを変える、さらに大きな勇気を持たなければなりま

せん。なぜなら、結果はわたしたちの目の前にあるからです。戦争はいまも続いています。飢

えはいまも存在します。人種差別も、憎しみも、搾取も、孤独も、見捨てられることも、不正

も、いまも存在します。そしてそのすべてが起きているあいだ、わたしたちは、一万キロ離れ

た場所に生まれた誰かの苦しみが、まるで別の世界のものであるかのように、日々の暮らしを

続けています。

けれども、別の世界などありません。あるのはこの世界だけです。そしてわたしたち

は皆、同じ太陽のもとにいます。

市民である前に、わたしたちは人間です

生まれる場所を選んだ人はいません。肌の色も、母の腕のなかで初めて耳にした言葉も、誰も

選びませんでした。裕福な家庭に生まれるか貧しい家庭に生まれるか、平和のもとか爆弾の下

か、機会に囲まれて育つか、幼い頃からただ生き延びるために闘う定めを負うか。それを選ん

だ人は、誰ひとりいません。

生まれは偶然です。尊厳は、偶然であってはなりません。

わたしたちはこの大地を、国に、領土に、管轄に、国境に分けてきました。人間の社会を運

営するためには、おそらく何らかの組織のかたちが必要なのでしょう。しかし、行政上の境

界が、道徳上の境界になることは、決してあってはならないのです。

パスポートは、その人がどこで生まれたかを語ることはできます。しかし、その人に

どれほどの価値があるかを語ることはできません。

わたしたちのあらゆる国籍の下には、それより先にある帰属があります。わたしたちは人間だ

ということです。スペイン人、コロンビア人、アフリカ人、ヨーロッパ人、アジア人、キリス

ト教徒、イスラム教徒、ユダヤ教徒、富める者、貧しい者、外国人、自国民。そうした言葉

を覚えるずっと前、わたしたちはただ、同じ瞳で世界を見つめる子どもでした。違いは存在
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し、尊重に値します。しかし、わたしたちが同じ種に属し、同じ家を分かち合い、愛する人を

失ったときに同じ痛みを知るということを忘れてよい理由になる違いなど、ひとつもありませ

ん。

わたしたちの血はパスポートを知りません。飢えは国境を知りません。涙に国籍はありませ

ん。そして、わが子への母の愛に、翻訳は要りません。

より多くを持って生まれる幸運に恵まれた、わたしたちへ

食べ物があり、学校があり、病院があり、道路があり、きれいな水があり、安全があり、何

百万もの人々がいまだ知らない可能性のある土地に生まれたわたしたちは、そのことに罪の

意識を抱くべきではありません。

抱くべきは、責任です。

恵まれていることは罪ではありません。しかしそれは、道徳的な義務になりうるものです。助

けることができ、助けることを選ぶ人は、人間の自由のもっとも高いかたちのひとつを行使

しているのですから。わたしたちだけで世界を救う必要はありません。誰にもそれはできませ

ん。けれども、問題の大きさを盾にして、何もしないでいることもできないのです。

一皿の食事が世界の飢えを終わらせることはありません。しかし、ひとりの人のその日の飢え

は終わらせます。一つの井戸が世界の渇きを癒やすことはありません。しかし、一つの共同体

の暮らしをまるごと変えることはできます。一つの学校が無知を消し去ることはありません。

しかし、何百人もの子どもたちの運命を変えることはできます。ひとりの人間がすべての戦争

を止めることはできません。しかし、自覚した何百万もの人々は、戦争がわたしたちの種に

とって避けがたい宿命として受け入れられることを、終わらせることができるのです。

すべては、誰かから始まります。

わたしたちは大切な何かを忘れてしまったのかもしれません

わたしたちは人生の多くの時間を、蓄えることに費やします。お金、財産、名声、物、フォロ

ワー、権力、安全。それでもなお、あらゆる肩書きとあらゆる財産が溶けて消えてしまう、ひ

とつの真実があります。

いつの日か、わたしたちは去っていきます。誰もが、例外なく。

王も物乞いも。経営者も労働者も。大統領も名もなき人も。莫大な財を築いた人も、わずか

な硬貨しか持たなかった人も。どんな銀行口座をもってしても、あと一分を買うことができな

い時が、やがて訪れます。そのとき、もっとも大切な問いは「どれだけ手に入れたか」ではな
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く、もっと古く、もっと素朴な、別の問いなのかもしれません。

ここにいるあいだ、わたしは何をしたのか。

誰を助けたのか。誰を立ち上がらせたのか。わたしがいたことで、少しでもよく生きられた人

は誰か。わたしは後に何を残したのか。一つの人生の本当の豊かさは、守り通せたものでは

なく、差し出すことができたものによって測られるのかもしれません。

わたしたちは、いまも人間を信じています

わたしたちの歴史にもかかわらず、わたしたちは人類を深く信じています。残虐な行いを目に

してきましたが、見知らぬ人を救うために燃える建物へ飛び込む人々も見てきました。戦争を

知りましたが、殺すことを拒んだ男たちも知りました。憎しみを知りましたが、許しがたいと

思われたことを許した人々も知りました。利己心を知りましたが、新聞が決して語ることのな

い場所で、毎日、何百万もの人々がパンを分かち合い、病人を看病し、子どもを引き取り、動

物を救い、老人に寄り添い、見知らぬ人を慰め、見返りを求めることなく自分の人生の一部

を他者に捧げています。

人間は、並外れた善良さを持つことができます。

わたしたちの最大の過ちは、あまりにも多くの場合、わたしたちの最良の美徳ではなく、最

悪の本能を育てる仕組みを築いてしまったことなのかもしれません。際限のない競争、目的

のない蓄積、「わたしたち」と「彼ら」との絶え間ない分断、誰かが勝つためには必ず誰かが

負けなければならないという考え。もし人間が、これほど多くの場合、自らの仕組みよりも

善いものであるなら、問題は人間そのものよりも、むしろ仕組みのほうにあるのかもしれま

せん。そして、築かれたものは、研究することができます。

何か別のものを築けるかどうかを探るべき時が、来たのかもしれません。素朴な楽観からで

もなく、紙の上に描かれた理想郷からでもなく、研究と、証拠と、経験と、対話と、そして絶

えざるひとつの問いから。

わたしたちは、もっとよくできるのではないでしょうか。

Omnia Sub Soleは、その問いから生まれます

「日の下のすべて」。それがわたしたちの名であり、わたしたちのまなざしでもあります。本

当に大切な問いは、ひとつとして禁じられるべきではなく、太陽が照らすもののうち、吟味の

外に置かれるべきものは何ひとつありません。わたしたちは観察したい。探究したい。理解

したい。知っていると思っていることを、見直したいのです。誰もが口にすることですら、当
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然とは思わずに。わたしたちが「わが家」と呼ぶ、このいわゆる惑星（要検証）の形や大き

さでさえも。なぜなら、自らの手でもう一度測り直すこともまた、真実への敬意のひとつのか

たちだからです。そして、家を測り直す覚悟のある者は、その家の決まりごとを見直す覚悟も

また、持っているのです。

ですから、ここに始まるものは、わたしたちが生きているこの仕組み全体についての深い研究

です。わたしたちがそれを行うのは、それが必要だからであり、この世界がどのような状態に

あるかは、誰の目にも明らかだからです。わたしたちは、文明としてのわたしたちの過ちを研

究したいのです。戦争と平和、富と貧困、国境、不寛容、協力、権力、わたしたちの制度、そ

してわたしたち自身の本性を。そしてとりわけ注意深く、上を見上げたいのです。世界を統べ

る制度、もっとも高いところにある制度、まさにその高さゆえにめったに吟味されることの

ない制度へと。あたかも、物事の大きさがその正しさの証であるかのように。わたしたちは

その逆だと考えます。賢明なのは、自明なものを分析することです。何かを倒すためではあり

ません。理解するためです。

わたしたちは、現在の仕組みをその壮大さのすべてにおいて、敬意をもって、急ぐことなく、

試してみたいのです。まずは銀行の仕組みから。それを名指しするためではなく、ほかのほと

んどすべてがそこを通るからです。パンも、家も、学校も、薬も。そしてその後は、仕組みか

ら仕組みへと、分析しうる最後のひとつまで進んでいきます。疑いやスローガンによってでは

なく、理性のもっとも古く、もっとも新しい道具によって。ひとつのことが別のことから本当

に導かれるのかを問う、論理。ある仕組みが自らについて語ることと、実際に行うこととが

一致しているかを問う、整合性。その仕組みが与えるものと求めるものとが釣り合っているか

を問う、均衡。そして、今日ではアルゴリズムによって多くの異なる道をたどり、ひとつを選

ぶ前に、それぞれがどこへ通じるのかを見せてくれる、シミュレーション。誰も責めることな

く。何も決めつけることなく。問い、そして確かめながら。

そしてわたしたちは、この財団を、ひとつの思想、ひとつの宗教、ひとつの政党、あるいはひ

とりの人間の所有物にすることなく、これらすべてを行いたいのです。

わたしたちは、あなたに何を考えるべきかを告げたいのではありません。考えること

へ、あなたを招きたいのです。

わたしたちは信奉者を集めたいのではありません。自由な人間を集めたいのです。憎み合うこ

となく意見を異にできる人。過ちを認めることのできる人。よりよい証拠を前にして考えを改

めることのできる人。まだ生まれていない人々にどのような世界を残そうとしているのかを、

自らに問うことのできる人。なぜなら、わたしたちの子どもたちはわたしたちの決断を受け

継ぎ、いつの日か、わたしたちが何をしたかだけでなく、変えられたはずなのに許容すること

を選んだものによっても、わたしたちを裁くからです。
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わたしの誓い

わたしは、フランシスコ・サルバティエラ・サンチェス（Francisco Salvatierra Sánchez）と

申します。スペインに生まれ、いまはコロンビアに暮らしています。同じ世界の二つの岸を知

り、このいわゆる惑星（要検証）を見つめれば見つめるほど、人が生まれた場所が、その人が

生涯にわたって手にする機会をこれほど深く決めてしまうということを、受け入れることが難

しくなっていきます。

わたしがOmnia Sub Soleを創設するのは、真実を手にしていると信じるからではありませ

ん。

真実を探し求めたいからこそ、わたしはこれを創設するのです。

わたしはすべての答えを持ってはいません。持っているのは問いです。数多くの問いです。そ

して、ひとつの確信があります。

わたしたちの世代には、受け取ったものよりもよい世界を、次の世代に残そうと試み

る義務があります。

だからこそ、わたし自身から始めたいのです。わたしは、持っているものと、わたしという存

在のすべてを、この事業に捧げます。わたしの時間を捧げます。わたしの仕事を捧げます。わ

たしの資産を捧げます。この財団の将来の本部を建てるための土地を捧げます。わたしの問い

を、わたしの過ちを、学ぶ力を、そしてなお与えられる残りの歳月を捧げます。そして、その

すべてにまさって、測ることのできないただひとつのものを捧げます。

わたしの心を捧げます。

この事業がわたしのものであってほしいとは思いません。いつの日か、わたしを必要としなく

なることを願っています。わたしの名が、どこかの文書に残る古い記載にすぎなくなったとき

にも、続いていてほしいのです。ほかの人々が問い、探究し、助け、築くことを続けていてほ

しいのです。そして、おそらく百年の後に、ひとりの人が、今日わたしたちがようやく始めた

ばかりのものの扉をくぐり、試みることを決めた世代があったのだと悟ってくれること。それ

で十分です。

そして今度は、あなたの番です

この言葉のひとつひとつに同意してほしいとは申しません。ただ、あまりに急ぎ足で通り過ぎ

ないでほしいのです。

立ち止まってください。

F U N D A C I Ó N  O M N I A  S U B  S O L E  ·  O M N I A S U B S O L E . O R G 7

https://omniasubsole.org/carta/ja/


あなたが愛する誰かを思い浮かべてください。子どもがいるなら、子どもたちを。あなたの

両親を。その人を失えば心が砕けてしまう、あの人を。そして考えてみてください。この世界

のどこかで、別の誰かが、まったく同じ愛を誰かに向けているのです。その人の肌の色は違う

かもしれません。言葉も、宗教も、パスポートも違うかもしれません。豪邸に住んでいるかも

しれないし、トタン屋根の下に暮らしているかもしれません。けれども、その人は愛していま

す。恐れています。夢を見ています。苦しんでいます。笑います。泣きます。そして、自分の

子どもたちによりよい人生を送ってほしいと願っています。あなたと、まったく同じように。

人類が変わりはじめるのは、その見知らぬ誰かが、それほど見知らぬ存在ではないとわたし

たちが悟る日なのかもしれません。

その人は、わたしたちのひとりなのです。

わたしたちには、またとない機会があります。わたしたちは生きています。いま。この瞬間

に。残された時間をどう使うかを、まだ選ぶことができます。先人たちの憎しみや分断や過ち

を、吟味することなく受け継ぎ続けることもできます。あるいは、立ち止まることもできま

す。考える。問う。理解する。許す。分かち合う。築く。助ける。そして、必要なところか

ら、もう一度始める。

わたしたちの世代が世界を変えられるかどうか、わたしたちには分かりません。どの世代に

も、完全にそれを成し遂げることはできないのかもしれません。しかし、確かに分かっている

ことが、ひとつあります。

試みることもなく、この世を去りたくはありません。

いつの日か子どもたちに、ほかの人間たちが苦しんでいるあいだ、あなたたちは何をしていた

のかと問われたとき、わたしたちはその目をまっすぐに見て、こう言えるようでありたいので

す。

わたしたちは見ました。目をそらしませんでした。試みました。

なぜなら、わたしたちの国境も、違いも、富も、信仰も、そのすべてを超えたところに、それ

らのどれよりもはるかに古い、ひとつの真実があるからです。

わたしたちは、ひとつの人類です。

広大で、不完全で、傷つき、そして並外れた、ひとつの家族です。そしてわたしたちには、ま

だ思い出す時間が残されています。わたしたちは互いに属し合っているということ。苦しんで

いる人が、まったくの他人であってよいはずはないということ。国境の向こう側で始まった命
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が、それだけで価値を減じることはないということ。そして、他者に手を差し伸べようとする

人間がひとりでも残っているかぎり、希望はまだあるということを。

五分間、立ち止まってください。世界を見てください。あなた自身を見つめてください。そし

て、自らに問いかけてください。

わたしに、何ができるだろうか。

もしかすると、そこからすべてが始まるのかもしれません。

Francisco Salvatierra Sánchez
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